
　仏さまが住む世界は、美しく光りかがやく清らかな

世界で、「浄土」と呼ばれています。昔から人びとは、

「自分も浄土を見てみたい」とあこがれていました。

そして、 あこがれの浄土を再現するために、金や銀

などの金属や、にじ色にかがやく貝などを使って、

いろいろな植物や動物のもようをつくりました。

これらで仏さまのまわりを美しくかざり、きらきらと

美しい浄土を再現しようとしたのです。

～もようを探してみよう！～
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展示室の作品の中から、もようを探してみましょう。
もようが見つかったら、チェックボックスに　 しましょう。
もようは、下のイラストとちがう色だったり、別のもようと組み合わされているかもしれません。

蓮は清らかな花とされて

います。そのため、色々

な作品に見つけられます。

例えば、仏さまがのって

いる台には、蓮の花のか

たちをしているものがあり

ます。また、「菩薩」とい

う仏さまは蓮のつぼみを

もつこともあります。

見つけたもようについて考えたり、家族や友だちに話してみましょう。

 ・もようはどんな作品にありましたか？
 ・その作品には他にどんなもようがありましたか？
 ・見つけたもようの中で、一番気に入ったものは何ですか？

仏さまをかざるもようを探してみよう！

※現在展示されている作品には、これらのもようがない場合もあります。
イラスト　株式会社コマイセッケイ
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蓮
孔雀は美しい羽をおうぎの

ように広げる華やかな姿が

有名です。へびや虫のもつ

毒にも平気な孔雀は、悪い

ことや苦しみを消す力をも

つと信じられてきました。

仏さまをのせる生き物とし

て描かれることもあります。

孔雀

迦陵頻伽は仏さまの住む

浄土にいて、とても美しい

声をもつという想像上の鳥

です。上半身が人、下半身

が鳥の姿をしています。

手には蓮の花びらがのっ

たかごや楽器をもちます。

迦陵頻伽
か りょう びん  がほう そう  げ

はす く  じゃく

宝相華は想像上の花です。

大きな花びらをもつ立派な

花で、蓮とともに仏さまの

世界にさく美しい花の代表

です。このイラストでは、

唐草と呼ばれるつる草のもよ

うと組み合わされています。

宝相華

おすすめの展示室：本館 1 階 11 室、本館 2 階 1 室、3 室
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